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　本稿では、経営者報酬と企業パフォーマンスの関係について国内外の実証研究を中心にサーベイを行い、今後

の研究可能性について概観する。まず、インセンティブ報酬としての経営者報酬を検証した先行研究を紹介する。

次に、経営者報酬設計におけるエージェンシー問題の可能性と発生とその影響についての先行研究を紹介する。

最後に、経営者報酬と企業パフォーマンスに関する今後の研究可能性を論じ結びとする。

１．はじめに

　近年、コーポレートガバナンスの強化が世界各

国で取り組まれている。エンロンの破綻や昨今の

リーマンショックなど、コーポレートガバナンス

に関して高い評価を受けた米国ですら、多くの問

題を抱えていると指摘されている。わが国におい

ても、バブル経済の崩壊以降、コーポレートガバ

ナンス改革を進めるため、多くの制度改正がなさ

れた。近年では、個別経営者報酬の開示の是非を

めぐる議論が盛んになるなど、日本においても経

営者報酬のあり方について関心をもたれるように

なった。本稿では、経営者報酬に関するさまざま

な議論を紹介し、今後の課題をまとめることとす

る。

　本稿の課題は、海外の経営者報酬と日本の経営
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